
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水系のパイプラインとこのパイプラインに接続された末端給水ラインとの間に主開閉
弁を設けた主制御流路を形成し、
　前記主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる水量が設定流量を超えた過剰流量で
あると検出したときに の主開閉弁を閉止して前記主制御流路から前記末端給水ライン
への給水を遮断し、
　前記主開閉弁が開放したとき、この末端給水ラインが設定流量以内の流量のときに主制
御流路からの給水を継続し、前記末端給水ラインが設定流量を超える過剰流量のとき再度
、主開閉弁 塞して前記主制御流路から末端給水ラインへの給水を遮断する
ことを特徴とする給水系の流量制御方法。
【請求項２】
　給水系のパイプラインとこのパイプラインに接続された末端給水ラインとの間に主開閉
弁を設けた主制御流路を形成するとともに、この主制御流路と並列にこの主制御流路を流
れる流量より小流量に規制するバイパス開閉弁を設けたバイパス制御流路を形成し 記
主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる水量が設定流量を超えた過剰流量であると
検出したときに の主開閉弁を閉止して前記主制御流路から前記末端給水ラインへの給
水を遮断するとともに前記バイパス制御流路から末端給水ラインに引き続き低圧給水し、
　前記主開閉弁が開放したとき、この末端給水ラインが設定流量以内の流量のときに主制
御流路からの給水を継続し、前記末端給水ラインが設定流量を超える過剰流量のとき再度
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、主開閉弁 塞して前記主制御流路から末端給水ラインへの給水を遮断して前記バイパ
ス制御流路から末端給水ラインに引き続き給水する
ことを特徴とする給水系の流量制御方法。
【請求項３】
　主制御流路の主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との流速による
差圧が設定値を超えたとき、末端給水ラインに流れる水量が設定流量を超えた過剰流量と
して検出して主パイロット流路の加圧水の水圧で主開閉弁が閉止し、前記主制御流路から
末端給水ラインへの給水を遮断することを特徴とする請求項１または２記載の給水系の流
量制御方法。
【請求項４】
　主開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧を検出してこの差圧に応
じて主パイロット流路から前記主開閉弁の加圧室を加圧する水圧を調整し、加圧室の水圧
に応じてこの主開閉弁の開口量を調整し、この主開閉弁の二次側の水圧を設定圧に保持す
ることを特徴とする請求項３記載の給水系の流量制御方法。
【請求項５】
　主制御流路の主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との水の流速に
よる差圧が設定値を超えたとき、主パイロット流路の前記主開閉弁を閉止する水圧をこの
主パイロット流路の水圧で自己保持して主開閉弁の閉止状態を継続保持し、
　この主パイロット流路の前記主開閉弁を閉止する水圧の自己保持を解除することにより
、前記オリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内であるときに、
前記主パイロット流路から前記主開閉弁を加圧する水圧を低下させることにより前記主開
閉弁を開放して前記主制御流路から末端給水ラインに給水し、前記オリフィスの一次側と
二次側との水の流速による差圧が設定値以上であると、前記主パイロット流路から前記主
開閉弁を加圧する水圧によってこの主開閉弁が閉止して前記主制御流路の通水を遮断し、
前記オリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまで主パイ
ロット流路の水圧の自己保持と解除とを反復する
ことを特徴とする請求項４記載の給水系の流量制御方法。
【請求項６】
　バイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧を検出してこの差
圧に応じてバイパスパイロット流路から前記バイパス開閉弁の加圧室を加圧する水圧を調
整し、加圧室の水圧に応じてこのバイパス開閉弁の開口量を調整し、このバイパス開閉弁
の二次側の水圧を設定圧に保持することを特徴とする請求項２記載の給水系の流量制御方
法。
【請求項７】
　タイマによる制御にて夜間時には主開閉弁を閉止して主制御流路を流れる水を遮断し、
バイパス開閉弁にてバイパス制御流路を流れる水を昼間時の主制御流路の設定流量より少
量の設定流量に切換え制御して末端給水ラインに給水することを特徴とする請求項２また
は６記載の給水系の流量制御方法。
【請求項８】
　給水系のパイプラインと末端給水ラインとの間の主制御流路に設けられ、一次側と二次
側とを連通する弁口を開閉する弁体、この弁体が弁口を閉止する方向にこの弁体を付勢す
るスプリング、流入された加圧水によって弁体が弁口を閉止する方向に変形押圧されるダ
イヤフラムにて仕切られた加圧室を有し前記主制御流路を流れる水圧によって前記弁体が
スプリングに抗して開放する主開閉弁と、
　この主開閉弁の一次側と二次側とを連通した主パイロット流路に設けられかつ前記主開
閉弁の一次側に連通される一次側が常時前記主開閉弁の加圧室に連通されるとともにこの
一次側とこの主開閉弁の二次側に連通される二次側とを前記主開閉弁の一次側を流れる水
圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じて開放量が調整されて前記主開閉弁の二次側を流
れる水圧を設定圧に保持する主減圧パイロット弁と、
　前記主開閉弁の一次側に形成されたオリフィスと、
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　前記主パイロット流路の一次側に接続されるとともに前記オリフィスの一次側と二次側
との水圧を受けて弁体を開閉させるダイヤフラムを設けた加圧室を有し前記オリフィスの
一次側と二次側とを流れる水の流速による差圧によって開閉されこの差圧が設定値を超え
たとき前記末端給水ラインに流れる水が設定流量を超えた過剰流量として検出して開放さ
れる過剰水量検出パイロット弁と、
　前記主減圧パイロット弁の二次側に設けられ前記過剰水量検出パイロット弁の開放で流
入する加圧水により前記主パイロット流路の二次側を閉止する主水圧制御弁と
を備えたことを特徴とする給水系の流量制御装置。
【請求項９】
　過剰水量検出パイロット弁の二次側に接続されこの過剰水量検出パイロット弁の二次側
からの加圧水によって前記オリフィスの二次側の加圧水を開放してこの過剰水量検出パイ
ロット弁を過剰流量出の開放状態を保持する閉止保持制御弁と、
　前記過剰水量検出パイロット弁の二次側と前記主水圧制御弁および閉止保持制御弁との
間に接続され前記過剰水量検出パイロット弁の二次側の加圧水を開放する過剰水量検出解
除弁と
を設けたことを特徴とする請求項８記載の給水系の流量制御装置。
【請求項１０】
　主減圧パイロット弁は主開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に
応じた開放量を調整可能としたことを特徴とする請求項８または９記載の給水系の流量制
御装置。
【請求項１１】
　過剰水量検出パイロット弁は末端給水ラインに流れる水が過剰流量として検出する設定
流量を調整可能としたことを特徴とする請求項８ないし１０のいずれかに記載の給水系の
流量制御装置。
【請求項１２】
　主制御流路を流れる流量より小流量に規制するバイパス開閉弁を設けたバイパス制御流
路を主制御流路と並列に接続したことを特徴とする請求項８ないし１１のいずれかに記載
の給水系の流量制御装置。
【請求項１３】
　バイパス開閉弁は、一次側と二次側とを連通する弁口を開閉する弁体と、この弁体が弁
口を閉止する方向にこの弁体を付勢するスプリングと、流入された加圧水によって弁体が
弁口を開放する方向に変形押圧されるダイヤフラムにて仕切られた加圧室とを有し、前記
主制御流路を流れる水圧によって前記弁体がスプリングに抗して開放し、
　このバイパス開閉弁の一次側と二次側とを連通したバイパスパイロット流路に設けられ
かつ前記バイパス開閉弁の一次側に連通される一次側が常時前記バイパス開閉弁の加圧室
に連通されるとともにこの一次側とこのバイパス開閉弁の二次側に連通される二次側とを
前記バイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じて開放量
が調整されて前記バイパス開閉弁の二次側を流れる水圧を設定圧に保持するバイパス減圧
パイロット弁と、
　このバイパス減圧パイロット弁の二次側に設けられ前記過剰水量検出パイロット弁の開
放で流入する加圧水により前記バイパスパイロット流路の二次側を閉止するバイパス水圧
制御弁と
を備えたことを特徴とする請求項１２記載の給水系の流量制御装置。
【請求項１４】
　バイパス減圧パイロット弁はバイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水
圧との差圧に応じた開放量を調整可能としたことを特徴とする請求項１３記載の給水系の
流量制御装置。
【請求項１５】
　主開閉弁の一次側に接続され主水圧制御弁に加圧水を流動させて前記主パイロット流路
の二次側を閉止させる夜間通水制御弁と、
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　この夜間通水制御 を作動させるタイマと
を備えたことを特徴とする請求項８ないし１４のいずれかに記載の給水系の流量制御装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、圃場にスプリンクラーによって散水するなどの灌漑用水の需給バランスを保ち
、圃場の灌漑管理を行う灌漑用水などの給水系の流量制御方法およびその装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に圃場を灌漑する灌漑用水の給水系の管理は、従来営農者に委ねられ、水資源の有効
利用を図るとともに営農の多様化に応じた水管理灌漑用水の需給バランスを保つことが困
難であり、水資源の有効利用を図るとともに需給バランスを保つ管理システムの構築が重
要であり、灌漑用水の有効な管理システムの開発が望まれていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記問題点に鑑みてなされたもので、末端灌漑ラインなどの給水ラインへの給水
流量が設定流量を超えた過剰流量となったときに、末端給水ラインへの給水を遮断し、末
端給水ラインへの給水の流量が設定流量以内となったとき、末端給水ラインへ給水される
ようにし、末端の給水の需給バランスを保ち、末端の給水の管理を適切に行い、送水系の
水管理によって末端給水ラインでの水需要に応じた流量、圧力変動に対応した調整制御が
できる灌漑用水などの給水系の流量制御方法およびその装置を提供するものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明の給水系の流量制御方法は、給水系のパイプラインとこのパイプラ
インに接続された末端給水ラインとの間に主開閉弁を設けた主制御流路を形成し、前記主
制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる水量が設定流量を超えた過剰流量であると検
出したときに の主開閉弁を閉止して前記主制御流路から前記末端給水ラインへの給水
を遮断し、前記主開閉弁が開放したとき、この末端給水ラインが設定流量以内の流量のと
きに主制御流路からの給水を継続し、前記末端給水ラインが設定流量を超える過剰流量の
とき再度、主開閉弁 塞して前記主制御流路から末端給水ラインへの給水を遮断するも
のである。
【０００５】
　この給水系の流量制御方法では、設定流量の給水が例えば、圃場の末端灌漑ラインなど
の末端給水ラインに設定流量以内の水量が給水されている通常給水時は、パイプラインを
流れる水は主制御流路の一次側から開放状態の主開閉弁を経て二次側に給水し、末端給水
ラインからの散布などによって灌漑される。この給水時に、末端給水ラインに設定流量を
超えて給水されると、主パイロット流路からの水圧が高まり 開閉弁が閉じ、主制御流
路を流れる給水が遮断される。
【０００６】
　そして、灌漑散布するスプリンクラーの数を絞るなど、設定流量以内となるように末端
給水ラインの給水量が絞り込まれた状態で主開閉弁を開放すると、末端給水ラインの通水
量が設定流量以内のとき末端給水ラインに主制御流路から給水し、また、このとき、末端
給水ラインに設定流量を超えた過剰流量として検出されると再び、主開閉弁 止されて
末端給水ラインに主制御流路からの給水を遮断し、末端給水ラインに設定流量以内の給水
が行われる。
【０００７】
　請求項２記載の発明の給水系の流量制御方法は、給水系のパイプラインとこのパイプラ
インに接続された末端給水ラインとの間に主開閉弁を設けた主制御流路を形成するととも
に、この主制御流路と並列にこの主制御流路を流れる流量より小流量に規制するバイパス
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開閉弁を設けたバイパス制御流路を形成し 記主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を
流れる水量が設定流量を超えた過剰流量であると検出したときに の主開閉弁を閉止し
て前記主制御流路から前記末端給水ラインへの給水を遮断するとともに前記バイパス制御
流路から末端給水ラインに引き続き低圧給水し、前記主開閉弁が開放したとき、この末端
給水ラインが設定流量以内の流量のときに主制御流路からの給水を継続し、前記末端給水
ラインが設定流量を超える過剰流量のとき再度、主開閉弁 塞して前記主制御流路から
末端給水ラインへの給水を遮断して前記バイパス制御流路から末端給水ラインに引き続き
給水するものである。
【０００８】
そして、主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる給水が設定流量を超えた過剰流量
となったことを検知してこの主開閉弁が閉止しているときには、主制御流路と並列に接続
したバイパス制御流路からのみ主制御流路を流れる流量より小流量にバイパス開閉弁にて
規制された給水が末端給水ラインに行われ、末端給水ラインにおける管理用水の供給が確
保される。
【０００９】
請求項３記載の発明の給水系の流量制御方法は、請求項１または２記載の流水系の流量制
御方法において、主制御流路の主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側
との流速による差圧が設定値を超えたとき、末端給水ラインに流れる水量が設定流量を超
えた過剰流量として検出して主パイロット流路の加圧水の水圧で主開閉弁が閉止し、前記
主制御流路から末端給水ラインへの給水を遮断するものである。
【００１０】
そして、給水時に、末端給水ラインに設定流量を超えた水が給水されると、主開閉弁の一
次側に形成したオリフィスの水の通過流速が増大し、主制御流路の主開閉弁の一次側に形
成したオリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧（動圧）が設定値以上になり
、過剰給水を簡単な構成で確実に検知して、主パイロット流路から主開閉弁の加圧室を加
圧する水圧で主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を遮断できる。
【００１１】
請求項４記載の発明の給水系の流量制御方法は、請求項３記載の給水系の流量制御方法に
おいて、主開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧を検出してこの差
圧に応じて主パイロット流路から前記主開閉弁の加圧室を加圧する水圧を調整し、加圧室
の水圧に応じてこの主開閉弁の開口量を調整し、この主開閉弁の二次側の水圧を設定圧に
保持するものである。
【００１２】
そして、末端給水ラインに給水される流量が大きくなると、主開閉体の二次側の水圧が低
下し、主開閉弁に主パイロット流路から加わる水圧が低下して主開閉弁の開口量が大きく
なり、主開閉弁の二次側の流量が増加し、主開閉弁の二次側の圧力を一定に保持し、また
、末端給水ラインに給水される流量が少なくなると、主開閉体の二次側の水圧が大きくな
り、主開閉弁に主バイパス流路から加わる水圧が大きくなり、主開閉弁の開口量が小さく
なり、主開閉弁の二次側の流量が減少し、主開閉弁の二次側の圧力を一定に保持し、主開
閉弁の二次側の流量変動が生じても主開閉弁の二次側の給水圧力は設定圧に一定に保持さ
れている。
【００１３】
請求項５記載の発明の給水系の流量制御方法は、請求項４記載の給水系の流量制御方法に
おいて、主制御流路の主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との水の
流速による差圧が設定値を超えたとき、主パイロット流路の前記主開閉弁を閉止する水圧
をこの主パイロット流路の水圧で自己保持して主開閉弁の閉止状態を継続保持し、この主
パイロット流路の前記主開閉弁を閉止する水圧の自己保持を解除することにより、前記オ
リフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内であるときに、前記主パ
イロット流路から前記主開閉弁を加圧する水圧を低下させることにより前記主開閉弁を開
放して前記主制御流路から末端給水ラインに給水し、前記オリフィスの一次側と二次側と
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の水の流速による差圧が設定値以上であると、前記主パイロット流路から前記主開閉弁を
加圧する水圧によってこの主開閉弁が閉止して前記主制御流路の通水を遮断し、前記オリ
フィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまで主パイロット流
路の水圧の自己保持と解除とを反復するものである。
【００１４】
そして、給水時に、末端給水ラインに設定流量を超えた水が給水されると、主開閉弁の一
次側に形成したオリフィスの水の通過流速が増大し、一次側と二次側との差圧（動圧）が
設定値以上になり、過剰給水を簡単な構成で確実に検知して、主パイロット流路から主開
閉弁の加圧室を加圧する水圧で主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を遮断できるととも
に、主パイロット流路の水圧で主開閉弁を閉止した状態の水圧がこの主パイロット流路の
水圧で自己保持され、主開閉弁を閉止した状態が保持される。
【００１５】
また、この主開閉弁が閉止した状態のとき、例えば、手動操作またはタイマなどにより一
定周期ごと、または、任意の時間経過ごとに主パイロット流路の主開閉弁を閉止する水圧
による自己保持を解除することにより、オリフィスの一次側と二次側との水の流速による
差圧が設定値以内であると、主パイロット流路から主開閉弁を加圧する水圧を低下させて
主開閉弁を開放して主制御流路から末端給水ラインに設定流量以内の給水が行われる。
【００１６】
また、主パイロット流路の主開閉弁を閉止する水圧による自己保持が解除されたとき、オ
リフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以上であると、再び、主パイ
ロット流路から主開閉弁を加圧する水圧によって主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を
遮断し、オリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまで主
制御流路から末端給水ラインへの給水、遮断を反復し、パイプライン、端末給水ラインに
給水される水圧の変化に伴う主開閉弁の頻繁な開閉を防止でき、円滑な主開閉弁の開閉と
なり、ウォーターハンマー現象の発生を防止できる。
【００１７】
請求項６記載の発明の給水系の流量制御方法は、請求項２記載の給水系の流量制御方法に
おいて、バイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧を検出して
この差圧に応じてバイパスパイロット流路から前記バイパス開閉弁の加圧室を加圧する水
圧を調整し、加圧室の水圧に応じてこのバイパス開閉弁の開口量を調整し、このバイパス
開閉弁の二次側の水圧を設定圧に保持するものである。
【００１８】
そして、主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる水が設定流量を超えた過剰流量と
なって主開閉弁が閉止して末端給水ラインにバイパス流路から水が通水されているとき、
バイパス流路の流量が大きくなると、バイパス開閉体の二次側の水圧が低下し、主バイパ
ス流路からバイパス開閉弁を加圧する水圧が低下してバイパス開閉弁の開口量が大きくな
り、主開閉弁の二次側の流量が増加し、二次側の圧力を一定に保持し、また、末端給水ラ
インの流量が少なくなると、バイパス開閉体の二次側の水圧が大きくなり、バイパスパイ
ロット流路からバイパス開閉弁を加圧する水圧が大きくなり、バイパス開閉弁の開口量が
小さくなり、バイパス開閉弁の二次側の流量が減少し、二次側の圧力を一定に保持でき、
バイパス開閉弁の二次側の流量変動が生じてもバイパス開閉弁の二次側の圧力は設定圧に
一定に保持される。
【００１９】
請求項７記載の発明の給水系の流量制御方法は、請求項２または６記載の給水系の流量制
御方法において、タイマによる制御にて夜間時には主開閉弁を閉止して主制御流路を流れ
る水を遮断し、バイパス開閉弁にてバイパス制御流路を流れる水を昼間時の主制御流路の
設定流量より少量の設定流量に切換え制御して末端給水ラインに給水するものである。
【００２０】
そして、タイマにより夜間時には主開閉弁が閉じて主制御流路から末端給水ラインへの給
水を遮断し、主制御流路から末端給水ラインに供給される水量より少ない水量でバスパス
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開閉弁が開放されているバイパス制御流路から末端給水ラインに給水される。
【００２１】
また、タイマにより昼間時には主開閉弁が開放されて主制御流路が通水され、主制御流路
から末端給水ラインに設定流量の給水が行われる。
【００２２】
請求項８記載の発明の給水系の流量制御装置は、給水系のパイプラインと末端給水ライン
との間の主制御流路に設けられ、一次側と二次側とを連通する弁口を開閉する弁体、この
弁体が弁口を閉止する方向にこの弁体を付勢するスプリング、流入された加圧水によって
弁体が弁口を閉止する方向に変形押圧されるダイヤフラムにて仕切られた加圧室を有し前
記主制御流路を流れる水圧によって前記弁体がスプリングに抗して開放する主開閉弁と、
この主開閉弁の一次側と二次側とを連通した主パイロット流路に設けられかつ前記主開閉
弁の一次側に連通される一次側が常時前記主開閉弁の加圧室に連通されるとともにこの一
次側とこの主開閉弁の二次側に連通される二次側とを前記主開閉弁の一次側を流れる水圧
と二次側を流れる水圧との差圧に応じて開放量が調整されて前記主開閉弁の二次側を流れ
る水圧を設定圧に保持する主減圧パイロット弁と、前記主開閉弁の一次側に形成されたオ
リフィスと、前記主パイロット流路の一次側に接続されるとともに前記オリフィスの一次
側と二次側との水圧を受けて弁体を開閉させるダイヤフラムを設けた加圧室を有し前記オ
リフィスの一次側と二次側とを流れる水の流速による差圧によって開閉されこの差圧が設
定値を超えたとき前記末端給水ラインに流れる水が設定流量を超えた過剰流量として検出
して開放される過剰水量検出パイロット弁と、前記主減圧パイロット弁の二次側に設けら
れ前記過剰水量検出パイロット弁の開放で流入する加圧水により前記主パイロット流路の
二次側を閉止する主水圧制御弁とを備えたものである。
【００２３】
そして、主制御流路から末端給水ラインに設定流量以内の給水が行われている通常給水時
は、主制御流路の主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との圧力差が
設定値より小さいので、主減圧パイロット弁は主パイロット流路の一次側と二次側との差
圧に応じて主開閉弁の加圧室を加圧する水圧が低く、主開閉弁の二次側を流れる水圧を設
定圧に保持して主制御流路から末端給水ラインに給水される。
【００２４】
また、末端給水ラインへの給水が設定流量を超えた過剰流量となると、オリフィスの一次
側と二次側との圧力差（動圧）が設定値より大きくなり、過剰水量検出パイロット弁はオ
リフィスの一次側と二次側との水圧を加圧室で受けて、このオリフィスの一次側と二次側
とを流れる水の流速による差圧が大きいと、弁体が開放され、過剰水量検出パイロット弁
の開放で流入する加圧水により、主減圧パイロット弁の二次側に設けられた主水圧制御弁
は主パイロット流路の二次側を閉止し、主パイロット流路から主開閉弁の加圧室を加圧す
る圧力が高まり、主開閉弁は閉止されて主制御流路から末端給水ラインへの給水が遮断さ
れる。
【００２５】
また、末端給水ラインへの流量が設定流量以内となった状態で、オリフィスの一次側と二
次側との流速による圧力差（動圧）が設定値以内になり、過剰水量検出パイロット弁は閉
止され、主水圧制御弁は主パイロット流路の一次側と二次側とを連通し、主開閉弁の加圧
室の圧力が低下し、主開閉弁は開放されて主制御流路から末端給水ラインに給水される。
【００２６】
請求項９記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項８記載の給水系の流量制御装置に
おいて、過剰水量検出パイロット弁の二次側に接続されこの過剰水量検出パイロット弁の
二次側からの加圧水によって前記オリフィスの二次側の加圧水を開放してこの過剰水量検
出パイロット弁を過剰流量出の開放状態を保持する閉止保持制御弁と、前記過剰水量検出
パイロット弁の二次側と前記主水圧制御弁および閉止保持制御弁との間に接続され前記過
剰水量検出パイロット弁の二次側の加圧水を開放する過剰水量検出解除弁とを設けたもの
である。
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【００２７】
そして、主制御流路から末端給水ラインに給水されているときに、主制御流路の主開閉弁
の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧で、末端給水ラ
インへの給水が設定流量を超えているものとして検知されたとき、主パイロット流路の水
圧が閉止保持制御弁を加圧し、この閉止保持制御弁は過剰水量検出パイロット弁の二次側
からの加圧水でオリフィスの二次側を開放してこの過剰水量検出パイロット弁の開放状態
を保持し、主開閉弁を閉止した状態に継続保持する。
【００２８】
この主開閉弁が閉止した状態のときに、例えば、手動操作またはタイマ制御などにより一
定周期ごとに過剰水量検出解除弁を作動させ、過剰水量検出パイロット弁の二次側の加圧
水を開放し、過剰水量検出パイロット弁の開放状態の保持を解除したとき、オリフィスの
一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内であると、主開閉弁の主パイロット
流路から加圧室を加圧する水圧を低下させて主開閉弁を開放して主制御流路から設定流量
以内の給水行われる。
【００２９】
また、過剰水量検出解除弁が作動して過剰水量検出パイロット弁の二次側の加圧水を開放
し、過剰水量検出パイロット弁の開放状態の保持を解除したとき、オリフィスの一次側と
二次側との水の流速による差圧が設定値以上であると、主パイロット流路から主開閉弁の
加圧室を加圧する水圧によって主開閉弁を再び閉止し、主制御流路の通水を遮断し、オリ
フィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまでこの動作を反復
する。
【００３０】
したがって、パイプライン、端末給水ラインに圧力の変化に伴う主開閉弁の頻繁な開閉を
防止でき、円滑な主開閉弁の開閉となり、ウォーターハンマー現象の発生を防止できる。
【００３１】
請求項１０記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項８または９記載の給水系の流量
制御装置において、主減圧パイロット弁は主開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れ
る水圧との差圧に応じた開放量を調整可能としたものである。
【００３２】
そして、主減圧パイロット弁は主開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との
差圧に応じた開放量を調整することにより、圃場の立地条件、水利的条件などに応じて末
端給水ラインへの水圧を最適に調整できる。
【００３３】
請求項１１記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項８ないし１０のいずれかに記載
の給水系の流量制御装置において、過剰水量検出パイロット弁は末端給水ラインに流れる
水が過剰流量として検出する設定流量を調整可能としたものである。
【００３４】
そして、過剰水量検出パイロット弁は末端給水ラインに流れる水が過剰給水として検出す
る設定流量を調整することにより、圃場の立地条件、水利的条件などに応じて末端給水ラ
インへの設定流量を最適に調整できる。
【００３５】
請求項１２記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項８ないし１１のいずれかに記載
の給水系の流量制御装置において、主制御流路を流れる流量より小流量に規制するバイパ
ス開閉弁を設けたバイパス制御流路を主制御流路と並列に接続したものである。
【００３６】
そして、主制御流路に設けた主開閉弁の二次側が設定流量を超えた過剰流量となったこと
を検知してこの主開閉弁が閉止しているときには、主制御流路と並列に接続したバイパス
制御流路からのみ主制御流路を流れる流量より小流量にバイパス開閉弁にて規制されて末
端給水ラインに給水され、末端給水ラインにおける雑用水などの管理用水が確保できると
ともにパイプラインおよび末端給水ラインの保護を図ることができる。
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【００３７】
請求項１３記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項１２記載の給水系の流量制御装
置において、バイパス開閉弁は、一次側と二次側とを連通する弁口を開閉する弁体と、こ
の弁体が弁口を閉止する方向にこの弁体を付勢するスプリングと、流入された加圧水によ
って弁体が弁口を開放する方向に変形押圧されるダイヤフラムにて仕切られた加圧室とを
有し、前記主制御流路を流れる水圧によって前記弁体がスプリングに抗して開放し、この
バイパス開閉弁の一次側と二次側とを連通したバイパスパイロット流路に設けられかつ前
記バイパス開閉弁の一次側に連通される一次側が常時前記バイパス開閉弁の加圧室に連通
されるとともにこの一次側とこのバイパス開閉弁の二次側に連通される二次側とを前記バ
イパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じて開放量が調整
されて前記バイパス開閉弁の二次側を流れる水圧を設定圧に保持するバイパス減圧パイロ
ット弁と、このバイパス減圧パイロット弁の二次側に設けられ前記過剰水量検出パイロッ
ト弁の開放で流入する加圧水により前記バイパスパイロット流路の二次側を閉止するバイ
パス水圧制御弁とを備えたものである。
【００３８】
そして、バイパス制御流路から末端給水ラインへの給水の流量が大きくなると、バイパス
開閉弁の二次側の水圧が低下し、バイパスパイロット流路からバイパス開閉弁の加圧室を
加圧する水圧が低下してバイパス開閉弁の弁口の開口量が大きくなり、バイパス開閉弁の
二次側の流量が増加し、二次側の圧力を一定に保持し、また、末端給水ラインへの給水の
流量が少なくなると、バイパス開閉弁の二次側の水圧が大きくなり、バイパス制御流路か
らバイパス開閉弁の加圧室を加圧する水圧が大きくなり、バイパス開閉弁の弁口の開口量
が小さくなり、バイパス開閉弁の二次側の流量が減少し、二次側の圧力を保持し、バイパ
ス開閉弁の二次側の流量変動が生じてもバイパス開閉弁の二次側の水圧は設定圧に一定に
保持されている。
【００３９】
請求項１４記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項１３記載の給水系の流量制御装
置において、バイパス減圧パイロット弁はバイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側
を流れる水圧との差圧に応じた開放量を調整可能としたものである。
【００４０】
そして、バイパス減圧パイロット弁はバイパス開閉弁の一次側を流れる水圧と二次側を流
れる水圧との差圧に応じた開放量を調整することにより、圃場の立地条件、水利的条件な
どに応じて末端給水ラインへの管理用水の水圧を最適に調整できる。
【００４１】
　請求項１５記載の発明の給水系の流量制御装置は、請求項８ないし１４のいずれかに記
載の給水系の流量制御装置において、主開閉弁の一次側に接続され主水圧制御弁に加圧水
を流動させて前記主パイロット流路の二次側を閉止させる夜間通水制御弁と、この夜間通
水制御 を作動させるタイマとを備えたものである。
【００４２】
そして、タイマ制御により夜間時には夜間通水制御弁の開放で主開閉弁の一次側に接続さ
れた主水圧制御弁に加圧水を流動させて前記主パイロット流路の二次側を閉止させること
により、主開閉弁が閉じて主制御流路を流れる給水を遮断し、バスパス開閉弁が開放され
ているバイパス流路から主制御流路の設定流量より少量の管理用水が末端給水ラインに供
給できる。
【００４３】
また、タイマにより昼間時には夜間通水制御弁の閉止で主開閉弁の一次側に接続された主
水圧制御弁への加圧水を開放して主パイロット流路の二次側を開放させることにより、主
開閉弁が開放されて主制御流路から給水され、主制御流路から末端給水ラインに設定流量
の給水が行われる。
【００４４】
【発明の実施の形態】

10

20

30

40

50

(9) JP 3653424 B2 2005.5.25

弁



次に本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００４５】
図１および図１２に示すとおり、給水系の主パイプライン１と末端給水ライン、例えば末
端灌漑ライン２との間にこの主パイプライン１と末端灌漑ライン２とを連通接続する主制
御流路３が形成されている。この主制御流路３には主開閉弁４が設けられ、この主開閉弁
４の上流側となる一次側と下流側となる二次側にはそれぞれコック５，６がそれぞれ設け
られ、この主開閉弁４の一次側となるコック５の上流側にオリフィス７が形成されている
。
【００４６】
前記主開閉弁４は図１３に示すように、上流側の一次側と下流側の二次側とを連通する弁
口 10を開閉する弁体 11と、この弁体 11が弁口 10を閉止する方向にこの弁体 11を付勢するス
プリング 12と、加圧水によって変形されるダイヤフラム 13によって弁口 10側と仕切られた
加圧室 14を有し、前記主制御流路３に水圧が掛かっていないときには、弁体 11はその自重
と前記スプリング 12との付勢力で弁口 10を閉止し、主制御流路３に水圧が掛かると、前記
弁体 11に加わる水圧で前記スプリング 12に抗して弁体 11が押圧されて弁孔 10を開放し、ま
た、一次側から加圧室 14に流入された加圧水で前記加圧室 14に水圧が掛かると、加圧室 14
の水圧とスプリング 12との付勢力でダイヤフラム 13が変形して弁体 11が弁口 10を閉止する
ようになっている。
【００４７】
また、図１に示すように、前記主開閉弁４の一次側のコック５とオリフィス７との間とこ
の主開閉弁４の二次側のコック６の下流側とを接続してこの主開閉弁４の一次側と二次側
とを連通する主パイロット流路 15が形成され、この主パイロット流路 15には一次側から二
次側にフィルタ 16、主減圧パイロット弁 17、主水圧制御弁 18が直列に順次に接続されてい
る。
【００４８】
前記主減圧パイロット弁 17は図１４に示すように、前記主開閉弁４の一次側に連通される
一次側流入室 20には流入量を調整するニードル弁体 21が設けられ、この一次側流入室 20は
弁室 22と前記主開閉弁４の加圧室 14に常時導通接続されている導通口 20a とに連通されて
いる。この弁室 22には二次側流出室 22a に連通したた弁口 24が形成され、この弁口 24を開
閉する弁体 23はこの弁口 24の下方に配設され、この弁体 23は弁口 24を上側から挿通したプ
ランジャー 23a の下端に取付けられ、このプランジャー 23a の上部には前記弁口 24の二次
側となる流出口側上方に位置して配設され周縁を弁室 22の内周面に密着固定されたダイア
フラム 25の中心部に取付けられ、このダイアフラム 25の下部に前記二次側流出室 22a に通
孔 26にて連通された加圧室 27が形成されている。
【００４９】
また、前記ダイアフラム 25はプランジャー 23a にて弁体 23が弁口 24を開放する方向にスプ
リング 28にて付勢され、前記弁体 23はスプリング 29にて弁口 24を閉止する方向に付勢され
ている。さらに、前記ダイアフラム 25を付勢するスプリング 28を押える押え板 30に弁ケー
ス 32の上部に螺合したねじ 31の先端が係合され、このねじ 31の進退で前記両スプリング 28
， 29の付勢力が調節できるようになっており、このねじ 31の調整で主開閉弁４の一次側を
流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じた弁口 24の開放量が調整可能となってい
る。
【００５０】
そして、主減圧パイロット弁 17のねじ 31の調整でねじ 31がスプリング 28を圧縮する方向に
進出させると、スプリング 28を介してダイヤフラム 25が押圧され、プランジャー 23a はス
プリング 29に抗して弁体 23が弁口 24を開口する方向に押圧して、弁体 23が弁口 24を開口す
る。この主減圧パイロット弁 17は弁体 23が弁口 24を開口した状態に設定する。
【００５１】
この状態で、この主減圧パイロット弁 17の一次側の流入室 20から流入する圧力水は導通口
20a と弁室 22に流入し、弁室 22に流入した圧力水は弁口 24から二次側流出室 22a に流出さ
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れ、二次側流出室 22a に流出した圧力水の一部は通孔 26から加圧室 27に流入する。
【００５２】
そして、この主減圧パイロット弁 17は加圧室 27の水圧とスプリング 29の付勢力とが弁体 25
を開放する方向のダイアフラム 25を付勢するスプリング 28の弾性力より大きいときに弁口
24は閉止され、一次側の流入室 20からの水圧とスプリング 29の付勢力とが弁体 25を開放す
る方向にダイアフラム 25を付勢するスプリング 28の弾性力より小さいときにこのダイヤフ
ラム 25に取付けたプランジャー 23a に取付けた弁体 23が弁口 24は開放する。すなわち、こ
の主減圧パイロット弁 17は一次側の流入室 20と二次側の流出室 22a との水圧の差圧が前記
主開閉弁４の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧となり、この差圧に応じ
て開放量が自動的に調整されて前記主開閉弁４の二次側を流れる水圧を一定の設定圧に保
持するようになっている。
【００５３】
また、図１に示すように、前記主パイロット流路 15のフィルタ 16と主減圧パイロット弁 17
の一次側との間に過剰水量検出パイロット弁 35の一次側が接続されている。この過剰水量
検出パイロット弁 35は前記オリフィス７の一次側と二次側との水圧を受けて弁体 36を開閉
させるダイヤフラム 37にて仕切られた加圧室 38が形成され、前記オリフィス７の一次側と
二次側とを流れる水の流速による差圧による前記ダイヤフラム 37の変形で弁体 36が開閉さ
れ、この弁体 36は前記オリフィス７の一次側と二次側との差圧が設定値を超えたとき前記
末端灌漑ライン２に流れる水が設定流量を超えた過剰流量として検出して開放されるよう
になっている。すなわち、前記オリフィス７の一次側から流入された加圧水の加圧でスプ
リング 40に抗してダイヤフラム 37が変形することによって弁体 36が弁口を開放するととも
に前記オリフィス７の二次側から流入された加圧水の加圧でダイヤフラム 37が変形するこ
とによって弁体 36が弁口を閉止して一次側と二次側とを遮断するようになっている。
【００５４】
そして、この過剰水量検出パイロット弁 35には、末端灌漑ライン２に流れる水量が過剰流
量として検出する設定流量を調整可能とするねじ 39が設けられ、このねじ 39にてダイアフ
ラム 37を弁体 36が閉止する方向に付勢するスプリング 40の付勢力を調整することによって
前記主開閉弁４を通水する設定流量を調整できるようになっている。
【００５５】
また、前記主パイロット流路 15の主減圧パイロット弁 17と主開閉弁４の二次側との間に設
けられた主水圧制御弁 18は、前記過剰水量検出パイロット弁 35の弁体 36の開放で一次側と
二次側とが連通したとき流入する加圧水が受圧部を加圧することにより閉止されて前記主
パイロット流路 15の二次側を閉止するようになっている。
【００５６】
また、図１２に示すように前記末端灌漑ライン２には区画化された圃場 41ごとに定流量停
止弁 42が接続され、この各定流量停止弁 42にそれぞれ複数のスプリンクラー配管 43が接続
され、この各スプリンクラー配管 43にそれぞれ複数のスプリンクラー 44が接続されている
。
【００５７】
次に、この実施の形態の作用を説明する。
【００５８】
図１２に示す各区画化された圃場 41ごとにローテーションにしたがって各スプリンクラー
44から散水され、設定流量以内の灌漑用水がパイプライン１に接続した主制御流路３から
末端灌漑ライン２に通水されている通常灌漑時は、図２に示すように、主パイプライン１
を流れる灌漑用水は、主制御流路３の主開閉弁４の一次側に形成したオリフィス７の一次
側と二次側との圧力差が設定値より小さいので、主減圧パイロット弁 17は主パイロット流
路 15の一次側と二次側との差圧に応じた主開閉弁４の加圧室 14の水圧で主開閉弁４の開放
量が調整されて主開閉弁４の二次側に流れる水圧を設定圧に保持して主制御流路３から末
端灌漑ライン２に給水される。
【００５９】
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また、図１２に示す各区画化された圃場 41ごとのローテーションを乱して所定外の各スプ
リンクラー 44からも散水して、末端灌漑ライン２に通水する灌漑用水が設定流量を超えた
過剰流量となると、図３に示すように、オリフィス７の一次側と二次側との圧力差（動圧
）が設定値より大きくなり、過剰水量検出パイロット弁 35はオリフィス７の一次側からの
水圧で加圧室 38のダイヤフラム 37が変形し、弁体 36にて弁口が開放されて過剰水量検出パ
イロット弁 35が開放されて一次側と二次側とが連通される。
【００６０】
この過剰水量検出パイロット弁 35の開放で加圧水が主減圧パイロット弁 17の二次側に設け
られた主水圧制御弁 18の受圧部に加わり、この主減圧パイロット弁 17は閉止されて主パイ
ロット流路 15の二次側を閉止する。この状態で主パイロット流路 15から主開閉弁４の加圧
室 14を加圧する加圧水の圧力が高まり、ダイヤフラム 13が変形して弁体 11が弁口 10を閉止
し、主開閉弁４は閉止されて主制御流路３から末端灌漑ライン２への給水が遮断される。
【００６１】
　また、主制御回路３から末端灌漑ライン２への給水が遮断された状態で、主水圧制御弁
18の受圧部に掛かる水圧を開放して一次側と二次側とを連通させたとき、末端灌漑ライン
２の供給水量が設定流量以内となるように設定してあると、オリフィス７の一次側と二次
側との流速による圧力差 (動圧 )が設定値以内となり、過剰灌漑検知パイロット弁 35のオリ
フ ス７の二次側の加圧水にてダイヤフラム 37は弁体 36が弁口を閉止する方向に変形され
、過剰水量パイロット弁 35は閉止されて一次 と二次側とが遮断され、図２に示すように
、主パイロット流路 15の一次側と二次側が連通し、主開閉弁４の加圧室 14を加圧する加圧
水の圧力が低下し、ダイヤフラム 13はスプリング 12の付勢力と主制御流路３の水圧とによ
り弁体 11が弁口 10を開放する方向に変形し、主開閉弁４は開放されて 主制御流路３から
末端灌漑ライン２に給水される。
【００６２】
次に、前記実施の形態において、図１に示すように、過剰水量検出パイロット弁 35の二次
側に、一次側を接続した過剰水量検出解除弁 45の二次側と閉止保持制御弁 46の受圧部を直
列に接続し、この過剰水量検出パイロット弁 35の一次側と二次側とが連通した開放動作を
閉止保持制御弁 46の受圧部に掛かる水圧で保持し、パイプライン１、端末灌漑ライン２を
通水する灌漑用水の圧力の変化に伴う主開閉弁４の頻繁な開閉を防止でき、円滑な主開閉
弁４の開閉となるようにすることができる。
【００６３】
この過剰水量検出解除弁 45は電磁三方弁にて構成され、図３に示すとおり、前記閉止保持
制御弁 46の弁体を作動させる受圧部が前記過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の加圧水
で加圧されるようにこの過剰水量検出パイロット弁 35の一次側と二次側とが開放した状態
に保持され、過剰水量検出パイロット弁 35の二次側と前記閉止保持制御弁 46の受圧部とを
連通させ、この閉止保持制御弁 46の受圧部が前記過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の
加圧水で加圧されると、前記オリフィス７の二次側と前記過剰水量検出パイロット弁 35の
加圧室 38とが遮断してこの過剰水量検出パイロット弁 35の加圧室のオリフィス７の二次側
に連通する側が開放されるようになっている。
【００６４】
また、この過剰水量検出解除弁 45は、ソレノイド弁で、例えばタイマからの通電パルスに
よる励磁で、図４に示すように、前記閉止保持制御弁 46の受圧部を加圧する前記過剰水量
検出パイロット弁 35の二次側の水圧を大気側に開放させて前記閉止保持制御弁 46の受圧部
に掛かる水圧を低下させ、前記オリフィス７の二次側と前記過剰水量検出パイロット弁 35
の加圧室 38とを連通されるようにする。
【００６５】
さらに、前記過剰水量検出解除弁 45は、前記閉止保持制御弁 46の弁体を作動させる受圧部
に前記過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の水圧が加えられるように、この過剰水量検
出パイロット弁 35の二次側と前記閉止保持制御弁 46の受圧部とを連通させる一次側と二次
側とが連通した状態に保持したときには（図３）、前記主水圧制御弁 18を閉止して一次側
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と二次側とを遮断し、過剰水量検出パイロット弁 35の二次側を前記主水圧制御弁 18の弁体
を作動させる受圧側に連通させて前記主水圧制御弁 18は主減圧パイロット弁 17の二次側を
閉止するようにし、また、前記閉止保持制御弁 46の受圧部を加圧する前記過剰水量検出パ
イロット弁 35の二次側の水圧を大気側に開放させる二次側と分岐二次側を連通した状態に
保持したときには（図３）、前記主水圧制御弁 18を開放するように弁体を作動させる受圧
側を大気側に開放させる。
【００６６】
また、前記閉止保持制御弁 46は、前記オリフィス７の二次側と前記過剰水量検出パイロッ
ト弁 35の加圧室 38との間に設けられ、この閉止保持制御弁 46の弁体を作動させる受圧部が
過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の水圧で加圧されると、前記オリフィス７の二次側
と前記過剰水量検出パイロット弁 35の加圧室 38との連通を遮断し、過剰水量検出パイロッ
ト弁 35の加圧室 38は大気に開放されて過剰水量検出パイロット弁 35の一次側と二次側とが
連通した状態に保持する。
【００６７】
そして、図３に示すように、灌漑時に、主制御流路３の主開閉弁４の一次側に形成したオ
リフィス７の一次側と二次側との水の流速による差圧で、末端灌漑ライン２に流れる水が
設定流量を超えているものとして検知されたとき、主パイロット流路 15の水圧が過剰水量
検出パイロット弁 35の二次側から過剰水量検出解除弁 45の開放されている一次側から二次
側を経て閉止保持制御弁 46の受圧部を加圧し、この閉止保持制御弁 46は過剰水量検出パイ
ロット弁 35の二次側からの水圧でオリフィス７の二次側との過剰水量検出パイロット弁 35
の加圧室のオリフィス７の二次側に連通を遮断し、過剰水量検出パイロット弁 35の加圧室
のオリフィス７の二次側に連通する側を大気側に開放し、この過剰水量検出パイロット弁
35の加圧室 38にはオリフィス７の一次側の水圧のみが加えられるようにして過剰水量検出
パイロット弁 35の一次がと二次側とが連通した開放状態が継続保持され、また、主水圧制
御弁 18は主減圧パイロット弁 17の二次側を閉止する状態に保持され、主開閉弁４は閉止し
た状態に継続保持される。
【００６８】
図３に示す主開閉弁４が閉止した状態のときに、例えば、制御回路 47のタイマ 48により一
定周期ごとに発生する過剰水量検出解除信号の通電パルスにより過剰水量検出解除弁 45が
励磁作動すると、図４に示すように、この過剰水量検出解除弁 45は二次側と分岐二次側と
が開放されて過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の水圧にて加圧されていた閉止保持制
御弁 46の受圧部側を大気に開放した状態に保持され、過剰水量検出パイロット弁 35の開放
状態の保持を解除し、また、主水圧制御弁 18の受圧部の水圧も大気に開放され、主減圧パ
イロット弁 17の二次側は主制御流路３の主開閉弁４の二次側に連通される。
【００６９】
このとき、主制御流路３を流れる流量が設定流量以内であると、オリフィス７の一次側と
二次側との水の流速による差圧が設定値以内となり、主開閉弁４の主パイロット流路 15か
ら主開閉弁４の加圧室 14を加圧する水圧を低下させて主開閉弁４を開放し、主制御流路３
から末端灌漑ライン２に設定流量以内の給水が行われる。
【００７０】
そして、制御回路 47のタイマ 48からの過剰水量検出解除信号の通電パルスにより過剰水量
検出解除弁 45が励磁作動した後、最大９０秒以内の短時間で制御回路 47のタイマ 48から過
剰水量検出解除弁 45の復帰信号の通電パルスが発生し、図５に示すように、過剰水量検出
解除弁 45は復帰信号の通電パルスで、一次側と二次側とが連通され、図３に示す前記閉止
保持制御弁 46の弁体を作動させる受圧部が前記過剰水量検出パイロット弁 35の二次側の水
圧で加圧されるようにこの過剰水量検出パイロット弁 35の二次側と前記閉止保持制御弁 42
の受圧部とを連通させた状態に保持され、通常の灌漑通水状態に復帰する。
【００７１】
また、過剰水量検出解除弁 45が作動して二次側と分岐二次側とを開放し、過剰水量検出パ
イロット弁 35の二次側の水圧を大気に開放し、過剰水量検出パイロット弁 35の開放状態の
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保持を解除したとき、オリフィス７の一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以
上であると、過剰水量検出パイロット弁 35が再び開放されて、過剰水量検出パイロット弁
35の二次側の水圧は過剰水量検出解除弁 45の開放されている一次側から二次側を経て主パ
イロット流路 15の主水圧制御弁 18の受圧部を加圧し、主開閉弁４の加圧室 14を加圧する水
圧によって主開閉弁４は再び閉止し、主制御流路３の通水を遮断し、オリフィス７の一次
側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまで前述の作動を繰り返して主制
御流路３の通水を遮断する。
【００７２】
このように、過剰水量検出パイロット弁 35の開放動作を自己保持することにより、パイプ
ライン１から端末灌漑ライン２に給水する水量の変化に伴う主開閉弁４の頻繁な開閉を防
止でき、ウォーターハンマー現象の発生を防止できる。
【００７３】
また、前記主減圧パイロット弁 17は図１４に示すように、ダイアフラム 25を付勢するスプ
リング 28を押える押え板 30に係合したねじ 31を螺合回動することにより、このねじ 31が進
退して両スプリング 28， 29の付勢力が調節され、主開閉弁４の一次側を流れる水圧と二次
側を流れる水圧との差圧に応じた弁口 24の開放量を調整でき、この主減圧パイロット弁 17
は主開閉弁４の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じた開放量を調整
することにより、圃場の立地条件、水利的条件などに応じて末端灌漑ライン２への水圧を
最適に調整できる。
【００７４】
さらに、図１に示す過剰水量検出パイロット弁 35はねじ 39にてダイアフラム 37を弁体 36が
開放するように付勢するスプリング 40の付勢力を調整することにより、末端灌漑ライン２
に流れる水が過剰灌漑として検出する設定流量を調整でき、過剰水量検出パイロット弁 35
は末端灌漑ライン２に流れる水が過剰灌漑として検出する設定流量を調整することにより
、圃場の立地条件、水利的条件などに応じて末端灌漑ラインへの給水の設定流量を最適に
調整できる。
【００７５】
また、前記各実施の形態において、図１および図１２に示すように、前記主制御流路３を
流れる流量より小流量に制御するバイパス開閉弁 50を設けたバイパス制御流路 51を主制御
流路３と並列に接続することもできる。
【００７６】
そして、この構成では、設定流量以内の灌漑用水がパイプライン１に接続した主制御流路
３から末端灌漑ライン２に給水されている通常灌漑時には、図２に示すように、主減圧パ
イロット弁 17は主パイロット流路 15の一次側と二次側との差圧に応じて主開閉弁４の加圧
室 14に加わる水圧で主開閉弁４の開放量が調整されて主開閉弁４の二次側に流れる水圧を
設定圧に保持して主制御流路３から末端灌漑ライン２に給水されると同時に図８に示すよ
うにこの主制御流路４と並列に接続したバイパス制御流路 51から主制御流路３を流れる流
量より小流量の灌漑用水が末端灌漑ライン２に給水される。
【００７７】
また、主制御流路３に設けた主開閉弁４の二次側を流れる灌漑用水が設定流量を超えた過
剰流量となったことを検知してこの主開閉弁４が閉止しているときには、主制御流路４と
並列に接続したバイパス制御流路 51からのみ主制御流路３を流れる流量より小流量にバイ
パス開閉弁 50にて制御された灌漑用水が末端灌漑ライン２に通水され、末端灌漑ライン２
における雑用水などの管理用水が確保できるとともに主パイプライン１および末端灌漑ラ
イン２の保護を図ることができる。
【００７８】
このバイパス開閉弁 50の上流側となる一次側と下流側となる二次側にはそれぞれコック 52
， 53がそれぞれ設けられている。
【００７９】
前記バイパス開閉弁 50は図１３に示す前記主開閉弁４と同一構成を備え、一次側と二次側
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とを連通する弁口を開閉する弁体と、この弁体が弁口を閉止する方向にこの弁体を付勢す
るスプリングと、ダイヤフラムにて仕切られた加圧室とを有し、この加圧室に掛かる水圧
によってスプリングの付勢力とともにダイヤフラムを変形させることによって弁体が弁口
を開放させるようになっており、一次側から加圧室に掛かる水圧によってダイヤフラムが
変形することによって弁体が弁口を閉止するように、前記主開閉弁４と同一の作用を有す
る。
【００８０】
また、図１に示すように、前記バイパス開閉弁 50の一次側のコック 52より上流側とこのバ
イパス開閉弁 50の二次側のコック 53の下流側とにこのバイパス開閉弁 50の一次側と二次側
とを連通するバイパスパイロット流路 54が形成され、このバイパスパイロット流路 54には
一次側からフィルタ 55を介して高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56の一次側が接続さ
れ、高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56の二次側がバイパス水圧制御弁 57の一次側に
接続され、このバイパス水圧制御弁 57の二次側にバイパス開閉弁 50の二次側が接続されて
いる。また、高圧用のバイパス減圧パイロット弁 56の一次側はバイパス開閉弁 50の加圧室
に常時連通されている。
【００８１】
また、前記高圧用のバイパス減圧パイロット弁 56の一次側とバイパス開閉弁 50の加圧室と
の間に低圧用のバイパス減圧パイロット弁 58の一次側が接続され、この低圧用のバイパス
減圧パイロット弁 58の二次側に前記バイパス水圧制御弁 57の分岐一次側が接続されている
。
【００８２】
さらに、前記高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56は低圧設定のバイパス減圧パイロッ
ト弁 58より設定流量が大きく設定されている。この高圧設定のバイパス減圧パイロット弁
56と低圧設定のバイパス減圧パイロット弁 58は前記図１４に示す主減圧パイロット弁 17と
同一の構成を備えており、前記バイパス開閉弁 50の一次側に連通される一次側流入室はこ
のバイパス開閉弁 50の加圧室に常時導通接続されて一次側が常時前記バイパス開閉弁 50の
加圧室に連通され、また、高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56の二次側流出室は前記
バイパス水圧制御弁 57の一次側に、また、低圧設定のバイパス減圧パイロット弁 58の二次
側の流出室は前記バイパス水圧制御弁 57の分岐一次側にそれぞれ接続されている。
【００８３】
そして、両バイパス減圧パイロット弁 56， 58は、それぞれ一次側の流入室からの水圧が弁
体を開放する方向にダイアフラムを付勢するスプリングの弾性力より大きいときに弁口は
閉止され、一次側からの圧力水が弁体を開放する方向にダイアフラムを付勢するスプリン
グの弾性力より小さいときに弁口は開放される。
【００８４】
また、前記バイパスパイロット流路 54のバイパス減圧パイロット弁 58の一次側に加わるバ
イパス開閉弁 50の一次側の加圧水とバイパス開閉弁 50の二次側に加わるバイパスパイロッ
ト流路 54の二次側の水圧の差圧に応じてバイパス開閉弁 50の加圧室に加わる水圧でこのバ
イパス開閉弁 50の開放量が調整され、バイパス開閉弁 50の二次側を流れる水圧を設定圧に
保持する。
【００８５】
また、前記両バイパス減圧パイロット弁 56， 58は図１４に示すように、ダイアフラムを付
勢するスプリングを押える押え板に弁ケースの上部に螺合したねじの先端が係合され、こ
のねじの進退で前記両スプリングの付勢力が調節できるようになっており、このねじの調
整でバイパス減圧パイロット弁 56， 58の一次側を流れる水圧と二次側を流れる水圧との差
圧に応じたバイパス開閉弁の開口量が調整可能となっている。
【００８６】
また、前記バイパスパイロット流路 54の両バイパス減圧パイロット弁 56， 58とバイパス開
閉弁 50の二次側との間に設けられたバイパス水圧制御弁 57は、前記過剰水量検出パイロッ
ト弁 35の開放で掛かる二次側の水圧により一次側と二次側とが遮断されるとともに分岐一
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次側と二次側とが開放され、前記過剰水量検出パイロット弁 35の閉止で受圧部を加圧する
水圧が低下すると、一次側と二次側とが連通されるとともに分岐一次側と二次側とが閉止
されるようになっている。
【００８７】
次に、この実施の形態の作用を説明する。
【００８８】
設定流量以内の灌漑用水がパイプライン１に接続した主制御流路３から末端灌漑ライン２
に通水されている通常灌漑時は、前記図２に示すように、主減圧パイロット弁 17は主パイ
ロット流路 15の一次側と二次側との差圧に応じて主開閉弁４の加圧室 14を加圧する加圧水
の水圧で主開閉弁４の開放量が調整されて主開閉弁４の二次側に流れる水圧を設定圧に保
持して主制御流路３から末端灌漑ライン２に給水されるとともに、図８に示すように主制
御流路３と並列のバイパス制御流路 51からも末端灌漑ライン２に通水される。
【００８９】
このとき、図２に示すように、過剰水量検出パイロット弁 35は閉止され、図８に示すよう
に、バイパス水圧制御弁 57の受圧部は水圧が掛かっていないので、バイパス水圧制御弁 57
は一次側と二次側が開放されており、バイパスパイロット流路 54にはバイパス開閉弁 50の
一次側から二次側に高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56とバイパス水圧制御弁 57とを
経て給水されている。
【００９０】
そして、バイパス減圧パイロット弁 56はバイパスパイロット流路 54の一次側と二次側との
差圧に応じてバイパス開閉弁 50の加圧室に加わる水圧でバイパス開閉弁 50の開放量が調整
されてバイパス開閉弁 50の二次側に流れる水圧を設定圧に保持してバイパス制御流路 51か
ら末端灌漑ライン２に給水される。
【００９１】
また、図３に示すように、オリフィス７の一次側と二次側との圧力差（動圧）が設定値よ
り大きくなり、過剰水量検出パイロット弁 35が開放され、水圧が過剰水量検出解除弁 45を
経て主減圧パイロット弁 17の二次側に設けられた主水圧制御弁 18の受圧部を加圧し、この
主減圧パイロット弁 17が閉止されて主パイロット流路 15の二次側を閉止し、主開閉弁４は
閉止されて主制御流路３から末端灌漑ライン２への通水が遮断される。
【００９２】
このとき、図９に示すように、過剰水量検出パイロット弁 35の開放で加圧水は過剰水量検
出解除弁 45を経て、バイパス水圧制御弁 57の受圧部を加圧し、バイパス水圧制御弁 57は流
路が変わり、バイパスパイロット流路 54の高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56の二次
側を遮断するとともに、低圧設定のバイパス減圧パイロット弁 58の二次側とバイパス開閉
弁 50の二次側とを連通させる。
【００９３】
この状態で、低圧用のバイパス減圧パイロット弁 58はバイパスパイロット流路 54の一次側
と二次側との差圧に応じてバイパス開閉弁 50の加圧室に加わる水圧でバイパス開閉弁 50の
開放量が調整されてバイパス開閉弁 50の二次側に流れる水圧を設定圧に保持してバイパス
制御流路 51から末端灌漑ライン２に給水する。
【００９４】
また、末端灌漑ライン２への給水流量が設定流量以内となった状態で、オリフィス７の一
次側と二次側との流速による圧力差（動圧）が設定値以内になり、過剰灌漑検知パイロッ
ト弁 35を閉止した状態で、図２に示すように、主パイロット流路 15の一次側と二次側が連
通し、主開閉弁４が開放して主制御流路３から灌漑用水が末端灌漑ライン２に供給される
。
【００９５】
この状態時には、過剰水量検出パイロット弁 35の閉止で水圧は過剰水量検出解除弁 45から
大気中に流出し、図８に示すように、バイパス水圧制御弁 57の受圧部を加圧する水圧が低
下し、バイパス水圧制御弁 57は流路が変わり、バイパスパイロット流路 54の高圧設定のバ

10

20

30

40

50

(16) JP 3653424 B2 2005.5.25



イパス減圧パイロット弁 56の二次側を開放するとともに、低圧設定のバイパス減圧パイロ
ット弁 58の二次側とバイパス開閉弁 50の二次側とを遮断し、バイパスパイロット流路 54に
はバイパス開閉弁 50の一次側から二次側に高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56とバイ
パス水圧制御弁 57とを経て給水されているので、バイパス制御流路 51に通水が継続されて
いる。
【００９６】
また、前記実施の形態において、夜間には主制御流路３を閉止してバイパス制御流路 51か
らのみ末端灌漑ライン２に通水して通水量を少量に制御することもできる。
【００９７】
この実施の形態は、図１に示すように、主開閉弁４の一次側に接続したフィルタ 16と主減
圧パイロット弁 17との間に電磁三方弁にて構成される夜間通水制御弁 60の一次側を接続し
、この夜間通水制御弁 60の二次側を圧力選択弁 61を介して前記過剰水量検出パイロット弁
35の二次側と過剰水量検出解除弁 45の一次側との間に接続し、この過剰水量検出解除弁 45
の二次側を主水圧制御弁 18の受圧部に接続する。
【００９８】
また、前記夜間通水制御弁 60は制御回路 47のタイマ 48からの夜間切換え信号の通電パルス
が発生すると一次側と二次側とが連通する開放された状態に保持され、主開閉弁４の一次
側と過剰水量検出解除弁 45の一次側とを連通させ、主開閉弁４の一次側の加圧水をこの夜
間通水制御弁 60の開放されている一次側から二次側を経て過剰水量検出解除弁 45の一次側
から二次側に通水し、水圧は過剰水量検出解除弁 45の二次側から主水圧制御弁 18の受圧部
を加圧し、前記主パイロット流路 15の二次側を閉止させ、主開閉弁４を閉止して主制御流
路３の通水を遮断する。
【００９９】
次にこの実施の形態の作用を説明する。
【０１００】
図２および図８に示すように、昼間時、例えば、午後７時までの通常の昼間時の設定水量
以内の灌漑水量に主開閉弁４にて制御され、主制御流路３とバイパス制御流路 51とから末
端灌漑ライン２に通水されている。この状態時は、主減圧パイロット弁 17は主パイロット
流路 15の一次側と二次側との差圧に応じて主開閉弁４の加圧室 14を加圧する水圧で主開閉
弁４の開放量が調整されて主開閉弁４の二次側に流れる水圧を設定圧に保持する。
【０１０１】
また、この状態時に、設定流量より過剰流量となると、図３および図９に示すように、オ
リフィス７の一次側と二次側との圧力差が設定値より大きくなり、過剰水量検出パイロッ
ト弁 35の作用により主水圧制御弁 18が設定流量以内になるまで閉止し、主開閉弁４は設定
流量以内になるまで閉止されてバイパス制御流路 15からのみ末端灌漑ライン２に少量の設
定水量に制御されて通水される。
【０１０２】
そして、図６および図１０に示すように、夜間、例えば午後７になると、制御回路 47のタ
イマ 48により夜間切換え信号の通電パルスが発生し、夜間通水制御弁 60は励磁動作されて
一次側と二次側とが開放された状態に保持され、主開閉弁４の一次側の加圧水がこの夜間
通水制御弁 60の一次側から二次側に通水し、さらに加圧水は過剰水量検出解除弁 45を開放
して連通されている一次側から二次側に通水して主水圧制御弁 18の受圧部を加圧し、主パ
イロット流路 15の二次側を閉止し、主開閉弁４の加圧室の水圧を高めて主開閉弁４を閉止
する。この主開閉弁４が閉止されると、バイパス制御流路 51から主開閉弁４の設定流量よ
りも少量の設定流量にバイパス開閉弁 50に制御されて末端灌漑ライン２に給水される。
【０１０３】
このときのバイパス制御路 51を通水する灌漑用水は図６および図１０に示すように低圧設
定となっている。図６に示すように、主開閉弁４の一次側の水圧がこの夜間通水制御弁 60
の一次側から二次側に掛り、水圧は過剰水量検出解除弁 45が開放して連通されている一次
側から二次側に掛り、バイパス水圧制御弁 57の受圧部を加圧し、バイパス水圧制御弁 57は
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図１０に示すように、分岐一次側と二次側とが開放されて連通し、一次側と二次側が閉止
され、高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56は二次側が遮断され、バイパスパイロット
流路 54の水圧はバイパス開閉弁 50の加圧室と低圧設定のバイパス減圧パイロット弁 58の一
次側を加圧し、バイパスパイロット流路 54の低圧設定のバイパス減圧パイロット弁 58の一
次側に加わるバイパス開閉弁 50の一次側の水圧とバイパス開閉弁 50の二次側に加わるバイ
パスパイロット流路 54の二次側の水圧の差圧に応じてバイパス開閉弁 50の加圧室に加わる
水圧でこのバイパス開閉弁 50の開放量が調整され、バイパス開閉弁 50の二次側を流れる水
圧を設定圧に保持する。
【０１０４】
また、図７および図１１に示すように、昼間時には、例えば午前７時になると、制御回路
47のタイマ 48により昼間切換え信号の通電パルスが発生し、夜間通水制御弁 60は励磁動作
されて一次側が遮断され、二次側と分岐二次側が連通された状態に保持される。また、同
時に過剰水量検出解除弁 45にも制御回路 47のタイマ 48により昼間切換え信号の通電パルス
は印加され、過剰水量検出解除弁 45は励磁動作されて一次側が遮断され、二次側と分岐二
次側が連通された状態に保持される。
【０１０５】
この状態で図７に示すように夜間通水制御弁 60の二次側と過剰水量検出解除弁 45の一次側
との間の圧力水は夜間通水制御弁 60の二次側から分岐二次側に流出して大気に排出される
。また、同時に図１１に示すように過剰水量検出解除弁 45の二次側と主水圧制御弁 18の受
圧部およびバイパス水圧制御弁 57との間の圧力水は過剰水量検出解除弁 45の二次側から分
岐二次側に流出して大気に排出される。
【０１０６】
そして、主水圧制御弁 18の受圧部を加圧する水圧が低下し、主水圧制御弁 18の一次側と二
次側とが連通し、主開閉弁４の加圧室 14を加圧する水圧が低下し、図２に示すように主開
閉弁４は一次側と二次側とが連通し、主制御流路３から給水され、通常の設定流量以内に
制御された灌漑用水が末端灌漑ラインに給水される。
【０１０７】
また、バイパス水圧制御弁 57の受圧部を加圧する水圧が低下し、一次側と二次側とが連通
して高圧設定のバイパス減圧パイロット弁 56の二次側がバイパス開閉弁 50の二次側に連通
するとともに分岐一次側と二次側とを遮断し、バイパス開閉弁 50は高圧設定のバイパス減
圧パイロット弁 56の一次側と二次側の水圧の差圧に応じてバイパス開閉弁 50の開放量が調
整され、バイパス開閉弁 50の二次側を流れる水圧を設定圧に保持する。
【０１０８】
そして、過剰水量検出解除弁 47には、制御回路 47のタイマ 48により復帰信号の通電パルス
が印加され、図５に示すように過剰水量検出解除弁 47は励磁動作して一次側と二次側とを
連通して分岐二次側を閉止し、図に示す昼間時の通常の灌漑用水を通水する状態に復帰す
る。
【０１０９】
また、パイプライン１から末端灌漑ライン２に水張りを行う場合に、制御回路 47のタイマ
48から水張り信号の通電パルスを発生させることにより、夜間通水制御弁 60は励磁動作さ
れて一次側と二次側とが開放された状態に保持され、主開閉弁４の一次側の加圧水がこの
夜間通水制御弁 60の一次側から二次側に通水し、さらに加圧水は過剰水量検出解除弁 45の
開放されている一次側から二次側に通水して主水圧制御弁 17の受圧部を加圧し、主パイロ
ット流路 15の二次側を閉止し、主開閉弁４の加圧室の水圧を高めて主開閉弁４を閉止する
。この主開閉弁４が閉止された状態で、バイパス制御流路 51から主開閉弁４の設定流量よ
りも少量の設定流量にバイパス開閉弁 50に制御して通水することにより、少量通水から末
端灌漑ラインに通水し、続いて制御回路 47のタイマ 48により通常の灌漑切換え信号の通電
パルスを夜間通水制御弁 60に印加することにより、主開閉弁４が開閉されるようにして、
少量通水から漸次増量通水することができ、水張り時のウォーターハンマーの発生を防止
できる。
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【０１１０】
なお、前記各実施の形態において、制御回路 47の電源として太陽電池 62を用いることによ
り、農事電力の制約などにより夜間電源が使用できない地域においても、この流量制御が
有効に利用できる。
【０１１１】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明によれば、圃場などの末端給水ラインに設定流量を超えた過剰流量
の給水が行われると、主開閉弁が閉じ、主制御流路から末端給水ラインへの給水が遮断さ
れ、設定流量以内となっている状態で主開閉弁が開放されると末端給水ラインに設定流量
以内の流量の給水を行え 開閉弁を閉止して主制御流路から前記末端給水ラインへの給
水を遮断でき、末端給水ラインの需給バランスを保ち、末端給水の管理が適切にでき、農
産物の灌漑管理などが容易となるとともに生産効率を高めることができる。
【０１１２】
請求項２記載の発明によれば、主制御流路に設けた主開閉弁の二次側を流れる給水が設定
流量を超えた過剰流量となったことを検知してこの主開閉弁が閉止しているときには、主
制御流路と並列に接続したバイパス制御流路からのみ主制御流路を流れる流量より小流量
にバイパス開閉弁にて規制された給水が末端給水ラインに行われ、末端給水ラインにおけ
る管理用水の供給が確保される。また、末端給水ラインのパイプに水が張られてパイプの
保護に有効である。
【０１１３】
請求項３記載の発明によれば、給水時に、末端給水ラインに設定流量を超えた水が給水さ
れると、主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの水の通過流速が増大し、主制御流路の
主開閉弁の一次側に形成したオリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧（動圧
）が設定値以上になり、過剰給水を簡単な構成で確実に検知でき、主パイロット流路から
主開閉弁の加圧室を加圧する水圧で主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を遮断でき、確
実に過剰給水を阻止できる。
【０１１４】
請求項４記載の発明によれば、末端給水ラインに給水される流量が大きくなると、主開閉
体の二次側の水圧が低下し、主開閉弁に主パイロット流路から加わる水圧が低下して主開
閉弁の開口量が大きくなり、主開閉弁の二次側の流量が増加し、主開閉弁の二次側の圧力
を一定に保持し、また、末端給水ラインに給水される流量が少なくなると、主開閉体の二
次側の水圧が大きくなり、主開閉弁に主バイパス流路から加わる水圧が大きくなり、主開
閉弁の開口量が小さくなり、主開閉弁の二次側の流量が減少し、主開閉弁の二次側の圧力
を一定に保持し、主開閉弁の二次側の流量変動が生じても主開閉弁の二次側の給水圧力は
設定圧に一定に保持され、主制御流路から末端給水ラインへの給水の流量変化が生じても
、主開閉弁の二次側の水圧は設定圧に一定に保持され、送水系の水管理によって末端給水
ラインでの水需要に応じた流量、圧力変動に対応した水圧制御ができ、確実に灌漑ができ
る。
【０１１５】
請求項５記載の発明によれば、給水時に、末端給水ラインに設定流量を超えた水が給水さ
れると、主制御流路の通水を遮断できるとともに、主パイロット流路の水圧で主開閉弁を
閉止した状態の水圧がこの主パイロット流路の水圧で自己保持され、主開閉弁を閉止した
状態が保持され、この主開閉弁が閉止した状態のとき、主パイロット流路の主開閉弁を閉
止する水圧による自己保持を解除することにより、オリフィスの一次側と二次側との水の
流速による差圧が設定値以内であると、主パイロット流路から主開閉弁を加圧する水圧を
低下させて主開閉弁を開放して主制御流路から末端給水ラインに設定流量以内の給水が行
われ、主パイロット流路の主開閉弁を閉止する水圧による自己保持が解除されたとき、オ
リフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以上であると、再び、主パイ
ロット流路から主開閉弁を加圧する水圧によって主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を
遮断し、オリフィスの一次側と二次側との水の流速による差圧が設定値以内となるまで主
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制御流路から末端給水ラインへの給水、遮断を反復し、パイプライン、端末給水ラインに
給水される水圧の変化に伴う主開閉弁の頻繁な開閉を防止でき、円滑な主開閉弁の開閉と
なり、ウォーターハンマー現象の発生を防止できる。
【０１１６】
請求項６記載の発明によれば、末端給水ラインへの給水が設定流量を超えた過剰流量とな
って主開閉弁が閉止して末端給水ラインにバイパス流路から水が通水されているとき、バ
イパス流路の流量が大きくなると、バイパス開閉体の二次側の水圧が低下し、主バイパス
流路からバイパス開閉弁を加圧する水圧が低下してバイパス開閉弁の開口量が大きくなり
、主開閉弁の二次側の流量が増加し、二次側の圧力を一定に保持し、また、末端給水ライ
ンの流量が少なくなると、バイパス開閉体の二次側の水圧が大きくなり、バイパスパイロ
ット流路からバイパス開閉弁を加圧する水圧が大きくなり、バイパス開閉弁の開口量が小
さくなり、バイパス開閉弁の二次側の流量が減少し、二次側の圧力を一定に保持でき、バ
イパス開閉弁の二次側の流量変動が生じてもバイパス開閉弁の二次側の圧力は設定圧に一
定に保持される。
【０１１７】
請求項７記載の発明によれば、タイマにより夜間時には主開閉弁が閉じて主制御流路から
末端給水ラインへの給水を遮断し、主制御流路から末端給水ラインに供給される水量より
少ない水量でバスパス開閉弁が開放されているバイパス制御流路から末端給水ラインに給
水され、夜間に農事電力が使用できない地域においては、強制的に夜間給水を阻止して末
端給水ラインの需給バランスを保ち、末端の給水ラインの使用管理ができる。
【０１１８】
請求項８記載の発明によれば、主制御流路から末端給水ラインに設定流量以内の給水が行
われている通常時は、主開閉弁の二次側を流れる流量の変動が生じても水圧を設定圧に保
持して主制御流路から末端給水ラインに通水され、確実に給水でき、末端給水ラインが設
定流量を超えた過剰流量となってオリフィスの一次側と二次側とを流れる水の流速による
差圧が設定値より大きくなると、主開閉弁は閉止されて主制御流路から末端給水ラインへ
の給水を遮断でき、また、末端給水ラインへの通水流量が設定流量以内とした状態で、オ
リフィスの一次側と二次側との流速による圧力差（動圧）が設定値以内になり、主開閉弁
は自動的に開放されて主制御流路から末端灌漑ラインに給水でき、確実に末端給水ライン
への過剰流量を防止でき、末端給水ラインに設定流量以内の流量の給水ができ、末端の給
水の需給バランスを保ち、末端給水の管理が適切でき、農産物の灌漑管理などが容易とな
るとともに生産効率を高めることができる。
【０１１９】
請求項９記載の発明によれば、主制御流路から末端給水ラインへの給水が設定流量を超え
ているときには、主開閉弁を閉止した状態に継続保持でき、過剰水量検出解除弁の作動で
主開閉弁を開放して主制御流路から設定流量以内の給水ができ、さらに、過剰水量検出解
除弁が作動しても過剰流量のときには、主開閉弁を閉止し、主制御流路の通水を再び遮断
し、過剰流量が解消されるまで主制御流路の通水を遮断するので、パイプライン、端末給
水ラインへの給水の圧力の変化に伴う主開閉弁の頻繁な開閉を防止でき、円滑な主開閉弁
の開閉となり、ウォーターハンマー現象の発生を防止できる。
【０１２０】
請求項９記載の発明によれば、主減圧パイロット弁は主開閉弁の一次側を流れる水圧と二
次側を流れる水圧との差圧に応じた開放量を調整することにより、圃場の立地条件、水利
的条件などに応じて末端灌漑ラインへの水圧を最適に調整できる。
【０１２１】
請求項１１記載の発明によれば、過剰水量検出パイロット弁は末端給水ラインに流れる水
が過剰給水として検出する設定流量を調整することにより、圃場の立地条件、水利的条件
などに応じて末端給水ラインへの通水の設定流量を最適に調整できる。
【０１２２】
請求項１２記載の発明によれば、主制御流路が設定流量を超えた過剰流量となって主開閉
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弁が閉止しているときには、主制御流路と並列に接続したバイパス制御流路からのみ主制
御流路を流れる流量より小流量にバイパス開閉弁にて制御された給水ができ、末端給水ラ
インにおける雑用水などの管理用水が確保できるとともにパイプラインおよび末端給水ラ
インの保護を図ることができる。
【０１２３】
請求項１３記載の発明によれば、バイパス制御流路から末端給水ラインへの給水の流量が
変化しても、バイパス開閉弁の二次側の水圧は設定圧に一定に保持され、末端給水ライン
における雑用水など管理用水の圧力が確保されるともに末端給水ラインのパイプの水張り
効果が確実となる。
【０１２４】
請求項１４記載の発明によれば、バイパス減圧パイロット弁はバイパス開閉弁の一次側を
流れる水圧と二次側を流れる水圧との差圧に応じた開放量を調整ことができ、圃場の立地
条件、水利的条件などに応じて末端給水ラインへの管理用水の水圧を最適に調整できる。
【０１２５】
請求項１５記載の発明によれば、タイマにより夜間時には夜間通水制御弁の動作で主開閉
弁が閉じて主制御流路を流れる給水を遮断し、バスパス開閉弁が開放されているバイパス
流路から主制御流路の設定流量より少量の管理用水を末端給水ラインに給水でき、また、
タイマにより昼間時には夜間通水制御弁の動作で主開閉弁を開放して主制御流路から給水
でき、主制御流路から設定流量を末端給水ラインに供給でき、夜間に農事電力が使用でき
ない地域においては、強制的に夜間給水を阻止して末端給水の需給バランスを保ち、末端
の給水の使用管理ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の給水系の流量制御装置の一実施の形態を示す流路図である。
【図２】同上給水系の流量制御装置の通常通水時の主制御流路系の状態を示す流路図であ
る。
【図３】同上給水系の流量制御装置の過剰通水時の主制御流路系の状態を示す流路図であ
る。
【図４】同上給水系の流量制御装置の過剰通水解除時の主制御流路系の状態を示す流路図
である。
【図５】同上給水系の流量制御装置の過剰通水解除後の主制御流路系の状態を示す一部の
流路図である。
【図６】同上給水系の流量制御装置の夜間通水時の主制御流路系の状態を示す流路図であ
る。
【図７】同上給水系の流量制御装置の夜間通水解除時の主制御流路系の状態を示す流路図
である。
【図８】同上給水系の流量制御装置の通常通水時のバイパス制御流路系の状態を示す流路
図である。
【図９】同上給水系の流量制御装置の過剰通水時のバイパス制御流路系の状態を示す流路
図である。
【図１０】同上給水系の流量制御装置の夜間通水時のバイパス制御流路系の状態を示す流
路図である。
【図１１】同上給水系の流量制御装置の夜間通水解除時のバイパス制御流路系の状態を示
す一部の流路図である。
【図１２】同上給水系の流量制御装置の配管説明図である。
【図１３】同上給水系の流量制御装置の主開閉弁の縦断面図である。
【図１４】同上給水系の流量制御装置の主減圧パイロット弁の縦断面図である。
【符号の説明】
２　　末端給水ラインの末端灌漑ライン
３　　主制御流路
４　　主開閉弁
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７　　オリフィス
10　　主開閉弁４の弁口
11　　主開閉弁４の弁体
12　　主開閉弁４のスプリング
13　　主開閉弁４のダイヤフラム
14　　主開閉弁４の加圧室
15　　主パイロット流路
17　　主減圧パイロット弁
18　　主水圧制御弁
35　　過剰水量検出パイロット弁
37　　過剰水量検出パイロット弁 35のダイヤフラム
38　　過剰水量検出パイロット弁 35の加圧室
45　　過剰水量検出解除弁
46　　閉止保持制御弁
48　　タイマ
50　　バイパス開閉弁
51　　バイパス制御流路
54　　バイパスパイロット流路
56， 58　　バイパス減圧パイロット弁
57　　バイパス水圧制御弁
60　　夜間通水制御弁
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(24) JP 3653424 B2 2005.5.25



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平３－２０６８２２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２１００２９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２２０９６２（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５４－１６０９８８（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－４７６４２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２４４１８６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              A01G 25/16
              A01G 25/02
              A01G 27/00
              F17D  3/01
              G05D  7/06
              G05D 16/16

(25) JP 3653424 B2 2005.5.25


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

